


一貫作業システム

伐採から成林までの作業工程

コンテナ苗

成林

伐採

搬出

地拵

植栽下刈

間伐
初期保育

鳥獣被害対策



一貫作業システム

伐採･搬出

時間経過

一年を通して作業が可能
（短期間で作業終了）

従来の作業方法 一貫作業システム

時間経過

地拵え

植栽

伐採･搬出

地拵え

植栽

＊伐採・搬出後、機械を他現場へ移動

地拵え・植栽は 人力での作業

＊植栽は 春 に行われる

＊伐採・搬出中に 機械で地拵え

＊地拵えが終わった箇所から植栽開始

＝ 伐ったらすぐ植える

秋 ～ 冬 ～ 春 ～



一貫作業システムのポイント

① 伐採から植栽までを一気にすることで、
地拵えの手間を省力化



一貫作業システムのポイント

従来 一貫作業システム

② 伐採や搬出作業に使った林業機械を
地拵えや植栽作業に活用

人力による地拵え グラップルによる地拵え



一貫作業システムのポイント

一貫作業システム ～フォワーダによる苗木の運搬～

② 伐採や搬出作業に使った林業機械を
地拵えや植栽作業に活用



林業用の苗木

コンテナ苗

根巻き

マルチ
キャビティ
コンテナ

苗畑

根が露出した
状態で出荷

ポット苗従来の「裸苗」

根鉢



コンテナ苗

従来の「裸苗」 コンテナ苗

根鉢



コンテナ苗

コンテナ苗

●苗畑での露地栽培

●広い敷地が必要

●根切りや床替え等の工程が必要

●苗木の生育に天候が影響

●出荷時期は春先に集中

●根が露出した状態で出荷

●コンテナでの容器栽培

●広い敷地は不要でハウス栽培も可能

●栽培の手間はそれほど掛からない

●苗木の成長具合をコントロール可能

●出荷時期の調整が可能

●根鉢の状態で出荷

従来の「裸苗」



「一貫作業システム」と「コンテナ苗」

② コンテナ苗は、根鉢の状態で出荷

・植栽作業が比較的簡単
・裸苗よりも効率的に植栽できる
・熟練者でなくても植栽できる

① コンテナ苗は、出荷時期の調整が可能

・季節を問わずに苗木が手に入り、植栽ができる
・季節を変えて植栽しても、無事に成長できそう

通年作業が可能な一貫作業システムと相性が良い

林業機械を活用する一貫作業システムと相性が良い



さらなる作業の効率化を可能にする技術

電動一輪車 ドローンによる苗木運搬



資料：林野庁「林業経営と林業構造の展望②」（林政審議会（令和２年11月16日）資料３）をもとに作成。値は施業地１ha単位の試算。

●現在の林業

●新しい林業（目指す姿）

34万円/haの赤字

丸太販売収入
445万円

補助金
251万円

主伐
307万円

造林
281万円

保育
143万円

696万円

730万円

収
入

経
費

113万円/haの黒字

丸太販売収入
446万円

補助金
114万円

主伐
245万円

560万円

448万円

収
入

経
費

造林
122万円

保育
81万円





主要な野生鳥獣による森林被害面積（令和４年度）

野生鳥獣による森林被害面積は、全体で 4,640ha
その約7割が、シカによる被害

スギ人工林におけるシカの剥皮被害 シカの食害による下層植生の消失
はくひ



主要な野生鳥獣による森林被害面積（令和４年度）

シカ
3,296ha
（71%）

ノネズミ
624ha
（13%）

クマ
452ha
（10%）

ノウサギ
129ha
（3%）

カモシカ
85ha
（2%）

イノシシ
52ha
（1%）

サル
2ha

（0%）

野生鳥獣による森林被害面積は、全体で 4,640ha
その約7割が、シカによる被害



シカの個体数や生息密度の調査

糞塊調査
ふんかい 地面に落ちている糞塊を数えて、

動物の生息数の推定を行う調査方法

カメラトラップ
調査

モーションセンサーや赤外線センサー
を用いた自動撮影カメラを設置して
行う調査方法

ライトセンサス
調査

夜間にライトで動物を照らすと、
目が反射して光ることを利用して、
頭数を数える調査方法



赤外線カメラを搭載したドローンによる調査



赤外線カメラを搭載したドローンによる調査



ニホンジカの密度の高いエリアの調査結果



ニホンジカの生息密度推定
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